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　　　　　委員会　第1回　　定例委員会　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開催日：平成25年6月6日　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時　間：15：30～16:30

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：吉田・小向
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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。
教育委員会開催日程及び議事録担当分担

開催日時：毎月第１木曜日　15：30～　

場　　所：病院2階会議室

· 委員会活動も業務。日程等は自己管理し、業務等への配慮をしてもらえるよう自ら各管理者へ申し出ること。

欠席届はH25年度教育委員会フォルダに原紙があるので、ご活用ください。
平成25年度、議事録担当

	委員会開催予定日
	議事録担当者

	　
	主担当
	副担当

	6月6日
	吉田　幸平
	小向　由紀

	7月4日
	畑中　美恵子
	佐藤　真一

	8月1日
	天間　静香
	鷹場　陽子

	9月5日
	伊藤　有慶
	山地　孝志

	10月3日
	小森　勝義
	高橋　有里紗

	11月7日
	阿部　大
	佐々木　正憲

	12月5日
	木戸口　秀悦
	高橋　幸子

	1月9日
	大釜　定之
	土岐　大介

	2月6日
	鷹場　陽子
	佐藤　真一

	3月6日
	清水　靖子
	小森　勝義

	4月3日
	西山　光子
	山地　孝志


・議事録は平成25年度内フォルダに「議事録」というフォルダあり。

・主担当が作成。主担当欠席の場合、副担当が作成。2人とも欠席は副委員長がフォロー
1 　　　　　法人研修概要

　　　開催予定日：開催月の第１火曜日・水曜日

　　　開催場所：原則　メンタルケア病棟4階千葉記念講堂
	開催月
	テーマ
	講師
	日時
	計画書提出
	担当
	備考

	6月
	感染症と予防対策
	感染対策委員会

佐藤志穂
	6月11・12日
	5月1日
	○土岐・小森

高橋幸子
	必須項目

	8月
	自分を知ろう！

自分を認めよう！
	心理チーム
	8月6・7日
	6月10日
	○佐々木

鷹場・天間
	

	9月
	接遇（服装等規定）
	接遇委員会


	9月3・4日
	7月　1日
	○阿部

伊藤・佐藤
	委員会から要望

	10月
	精神保健福祉法関連人権とは？尊厳とは？
	精神保健福祉士
	10月1・2日
	8月　1日
	○畑中

大釜・山地
	必須項目

	11月
	特別講演
	
	11月3日
	
	○小向

清水・高橋幸子
	

	12月
	認知症について　検査診断治療症状
	田名部先生


	12月3･4日
	10月　1日
	○伊籐･

高橋（有）西山
	

	2月
	個人情報保護関連
	個人情報管理委員会


	2月4・5日
	12月　1日
	○木戸口・林・天間


	必須項目


必須項目：感染関連1件　精神保健福祉法関連1件　個人情報保護関連1件

※　各自、特別講演の演者を考えておくこと。
2 院内研修概要

　開催日：開催月第3週火曜日・水曜日

　形式：講議＋グループワーク

　必須項目：感染予防1件　精神保健福祉法関連1件　事故対策関連2件　薬品衛生管理1件（2月）防災関連1件。

	開催月
	テーマ
	講師
	日時
	担当
	備考

	5月
	接遇（電話対応について）
	福士亜希子
	14・15日
	佐藤・土岐
	

	6月
	電算化委員会（USB使用について）
	電算化委員会
	18・19日
	木戸口・大釜
	

	7月
	事故対策関連：危険予測トレーニング
	事故対策委員会
	16・17日
	伊藤・阿部
	必須項目

	9月
	震度５強の震災が来たら…？
	防災委員会
	17・18日
	天間・清水
	必須項目

	10月
	感染予防　標準予防策（手洗い・ガウンテクニックなどの実技実施）
	感染対策委員長
	15・16日
	小向・小森
	必須項目

	11月
	認知行動療法について
	心理ﾁｰﾑ
	19・20日
	西山・鷹場
	伝達講習

	1月
	精神保健福祉法関連：行動制限の事例検討
	精神保健福祉士
	14・15日
	阿部・佐藤
	必須項目

	2月
	薬品衛生管理
	黒沢雅広薬剤師
	18・19日
	畑中・小森
	必須項目

	3月
	事故対策関連：
	事故対策委員会
	18・19日
	佐藤・鷹場
	必須項目


	開催月
	テーマ
	講師
	日時
	担当
	備考

	5月
	接遇（電話対応）
	接遇向上委員会

福士亜希子
	20・21日

	赤坂・高橋
	必須項目

	6月
	南山苑の役割と機能について
	高齢AOM、SGM
	18・19日
	吉田・高橋有
	

	7月
	感染予防（インフルエンザ、ノロ、食中毒）
	感染対策委員会
	16・17日
	佐々木・山地
	必須項目

	8月
	ＵＳＢの使用について
	電算化委員会
	20・21日
	土岐・林
	

	9月
	震度5強の地震が来たら…
	防災委員会
	24・25日
	高橋幸・高橋有
	必須項目

	10月
	緊急時の対応（急変時の対応：実技）
	健康管理グループ
	15・16日
	佐々木・山地
	必須項目

	11月
	事故対策（報告書の書き方とm-shell）
	事故対策委員会
	19・20日
	土岐・林
	必須項目

	1月
	介護技術（褥瘡のアセスメントを実施）
	褥瘡委員会
	21・22日
	高橋幸・高橋有
	

	2月
	認知症高齢者のケア（アセスメントの重要性）
	認知症ケア専門士
	18・19日
	佐々木・山地
	必須項目

	3月
	職業倫理と法令遵守
	高齢AOM
	18・19日
	土岐・林
	必須項目


③苑内研修概要

開催日：開催月第3週火曜日・水曜日

形式：講議＋グループワーク

必須項目：認知症関連1件　接遇1件　事故対策1件　職業倫理1件　感染対策1件　緊急時対応1件　防災関連1件

4 医療福祉学会へ向けて

医療福祉学会の進め方

　　　吉田副委員長と畑中さん木戸口さん、土岐さんに企画書・報告書などは主になってもらう

　　　今年度は、今月中（１８・１９）に1回目の企画書提出の予定とする。

　　　外部施設や病院にも演題募集を募り、医療福祉学会の案内も行う。

　　　法人全体にも早めに演題募集をし、抄録締め切りを9月15日までとする。

　　　特別講演の講師については、金子ＡＯＭと検討。

　当日までの準備や作業経過なども随時、連絡報告していく。

　★研修参加率　データ管理は主に総務：高阪さんにお願いします。

　　・今年度もビデオ研修の参加も、研修参加として認めてもらえるように理事長へ働きかける。

　　・参加率の向上が図れるよう、各部署での申し送り等も利用して委員会メンバーも呼びかけをよろしくお願いします。

　　　

　★研修の方法（講師への依頼なども含め）

　　　研修の方向性・趣旨を明確にする

　　　　・法人研修→基礎知識の習得（必要技術の総論的役割）

　　　　　　　　　　専門職として成長する為のモチベーション作り

　　　　　　　　　　専門職としての質の向上ができるよう支援する。

・院内及び苑内研修

　　上記法人研修内容を含め、現在精神領域及び高齢領域で必要な知識の習得

　　意義のある研修内容となるよう、目的を明確にし講師と打ち合わせをしていく。

　　グループワークを含めた研修とし、考える・発表するといった全員参加型の研修

　　スタイルをとる事で、すぐに活用できる知識の習得が得られるよう支援していく。

　　　　　　　　　　　　

★研修関連の企画書作成について

法人研修や外部講師（謝礼が発生）対応の研修は、企画書作成が必要になる

企画書は理事長に、2ヶ月前の決裁が必要になるので、早期に取り掛かる。

研修実施後の報告書は、すべての研修に必要である。

→部署管理者には出席スタッフ把握にむけての情報提供を含め、回覧実施。

報告書の提出期限について

　　3日以内に出席名簿を高坂さんに担当が報告。

高坂さんはＷＩＺ掲示板でスタッフへの確認対応（5日間）、

1週間で報告書書面の回覧を行う。

★委員会運営の年間の役割り

法人・院内研修の年間スケジュールの担当

　　研修企画準備（法人研修）ＷＩＺの掲載・ポスター、研修場所の予約、実施後の報告書、

当日のアンケート配布と出欠確認

法人研修はビデオ研修も予定する。

　　研修実施毎のスタッフ出欠状況の確認作業（総務：高坂さん）

年間委員会出欠管理

　委員長が管理実施

　欠席届の個人業務管理（欠席届はフォルダに入っている）

委員会開催時の出席と議事録（書記）の担当

　書記は輪番制にする。作成後は所定フォルダへの保管、委員会ファイルへの保管、

委員会メンバーへの回覧

1 必ず実施の研修内容

感染に関すること

　年2回実施で法人では1回は行う

医療安全管理に関すること

　年2回

精神保健福祉に関すること、人権・権利・擁護

　年2回

医療ガス（業者：東酸）に関すること

　年1回は院内で実施

法人で必ず実施の内容

　個人情報保護関係

2 講師によっては対外交渉

執行ＡＯＭに担当してもらう

外部講師（消防はなし）の場合は、その方の社会的地位によって謝礼が発生する

研修終了後に総務から講師に渡してもらう

3 研修関連の企画書作成について

法人研修や外部講師（謝礼が発生）対応の研修は、企画書作成が必要になる

企画書は理事長に、2ヶ月前の決裁が必要になる

研修実施後の報告書は、すべての研修に必要である。→部署管理者には出席スタッフ把握にむけての情報提供の意味あいでの回覧実施

4 南山苑でも法人研修の報告書（印刷して）をファイルに綴じておく

また、南山苑での苑内研修は、副委員長の吉田スタッフは引き継いで管理し

委員長へ報告のこと。

5 委員会主催の研修実施日について

2回実施日をとる（法人、外部講師関連以外）

看護グループ研修との日程の調整。

法人の大きな行事企画などと重ならないように（旅行や青仁会祭りなど）

⑥　研修参加率

　　　全体参加率も必要であるが、個人ごとのデータも管理していくことが必要。

　　　管理者にも情報を伝えていくように、研修ごとに集計データの報告書の作成は

作っていく形にする。

　　　（個人の参加率の管理を優先に）

　

⑦　ビデオ研修の位置づけ

　　　今年も法人研修に関しては、ビデオ研修を継続していく

　　　個人のカウントはしないが、出席率全体のデータには加えていく。

　　

その他

　メール連絡する際は、委員全員に連絡する。

　研修など講師にお願いしっぱなしで内容に関わらない事が去年はあったが今年は、責任をもって

内容も検討していく。自分ならどういう事を知りたいかなど予めアイディアを準備する。
＜次回委員会＞

日時：平成25年7月4日（木）

場所：青南病院2階　会議室
